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　【目的】片側膝伸展運動における腹部大動脈、運動側
（右側）総大腿動脈と非運動側（左側）総大腿動脈の血流
量の変化をパルス・ドプラー法により測定し、それらの血
流量から腹部の内臓血流量を推定し運動時の血流分布の変
化を検討した。　【方法】対象は5人の平均年齢20歳から31
歳の健常男性とし、血流の計測はドプラー計測器を使用し
腹腔動脈上部の①腹部大動脈（BFAo）、右下肢運動側の②総
大腿動脈（BFwork）と左下肢非運二二の③総大腿動脈
（BFnon－work｝にて行い、腹部内臓血流（BFSp）についても
BFSp昌①一（②＋③）により求めた。運動プロトコールは安静5
分間の後、5kg，15kg，30kg，45kgのそれぞれの荷重を持ち
上げる動的片側膝伸展運動を6秒に1回の頻度で10分間行っ
た。血流測定は安静時に1回、運動開始後1～2分、5～6分’
そして運動後期の9～10分の3回、回復期の5分間に3回、①
②③の順番に計測し安静時からの血流変化を△BFとした。
また、酸素摂取量（VO2）、心拍数（HR）、血圧を同時に計測し
た。【結果】それぞれの強度において、△BFworkと△BFAo
は運動開始と伴に増加したが△BFnon－workはほとんど変化
せず、△BFSpは低下した。運動初期と後期についてそれぞ
れの強度での△BFについて比較検討したところ、初期には
それぞれの部位での△BFは強度に依存せず一定であり、
VO2、　HRも大きな変化を示さなかったが、後期には△
BFworkと△BFAoは負荷強度の増加に伴い上昇した。以上、
△BFworkの上昇量は、△BFAoの増大量と△BFSpの低下量
に依存していることが判明した。そこで、運動中増加した
△BFworkに対する△BFAoの増加と△BFSpの低下の割合を
みたところ、初期では△BFA。の増加と△BFSpの低下の割
合が負荷に依存せずほぼ一定であった。一方、後期におい
ては低負荷では△BFAoの増加の割合が小さく△BFSpの低
下の割合が大きいことから、BFw。rkの増加は△BFSpの低下
に依存していることが示唆され、高負荷になるにつれ△
BFSpの低下割合が小さくなり△BFAoの増加割合が大きく
なることからBFworkの増加は△BFAoに依存していることが
示唆された。【結語】運動後期（定常状態）において、低
負荷では心肺系（心拍出量）を高めなくても△BFSp低下の
みで活動筋への血流を補うことができるが、高負荷では△
BFSpの低下では不十分であり、心拍出量増加によって活動
筋への血流増加を補っていることが示唆された。
　【目的】組織酸素濃度の非侵襲的測定法とされる近
赤外分光法（以下、N【RS）を用いて、自転車運動時
の大腿外側広筋（VL）、内側広筋（VM）、腓腹筋外
側頭（GL）、腓腹筋内側頭（GM）の酸素濃度変化を
同時に測定し、全身的な有気的呼吸循環動態の指標と
される酸素摂取量とN【RSによる局所の酸素濃度の変
化を比較検討した。　【方法】　［対象］18才から20才ま
での健常男子9名を対象とした。［運動負荷］自転車
エルゴメーターを用いて3分間の無負荷でのウォーミ
ングアップの後、3分毎に50ワットつつ負荷の上昇す
る多段階負荷方式にてオールアウトまで行った。
［酸素摂取量の測定］呼気ガス分析器にて測定した。
［局所筋酸素濃度の測定］筋酸素濃度の測定はNIRS
にて右下肢のVL、　VM、　GL、　GMの4箇所において測
定した。NIRS測定では川内酸素濃度の絶対値の算出
は困難であるため、安静時の酸素濃度を100％とし、
オールアウト直後の血流遮断時の筋酸素濃度の最低値
を0％とした。　【結果】VL、　VM、　GLはウォーミング
アップ直後より筋酸素濃度は減少し始め、150ワット
の時点でVLは平均73％、　VMは平均80％であり、GL
は平均90％であった。一方、GMの酸素濃度は150ワッ
トの時点では平均105％と安静時を上回っていた。そ
して最大負荷付近の200ワットでの局所酸素濃度は、
Vしでは58．8±2．6％（平均±SE）、VMでは59．8±9．8
％、Gしでは82．8±5．0％、　GMでは93．2±13．6％まで低
下した。また、負荷の増加にともなって全身酸素摂取
量は直線的に上昇した。そこで全身酸素摂取量と、局
所酸素濃度の関係について検討したところ、両者の関
係は、VL、　VM、　GL、　GMの4愛すべてにおいて有意
水準0．1％未満で相関性が認められた。このように自
転車運動においては、全身の有気的呼吸循環動態を表
す酸素摂取量と下肢筋群の局所酸素動態は有意な相関
関係が認められた。　【結語】1．自転車運動時の下肢
筋の酸素動態からみると下腿筋群に比べて大腿筋群に
おいて酸素需要が高まっていることが示唆された。
2．大腿外側広筋、内側広筋、腓腹筋外側頭、および
腓腹筋内側頭の自転車運動時の酸素濃度は全身酸素摂
取量と有意な相関が認められた。したがって、従来よ
り筋酸素摂取の増加は血流の増加に依存するとされて
きたが、本研究プロトコールにおいては、局所での酸
素濃度の低下（02　extraction）とも関連することが不
唆された。
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